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建
築
か
ら
90
年

旧
加
悦
町
役
場
庁
舎
（
以
下
、「
旧
庁

舎
」）
は
、
そ
れ
ま
で
役
場
庁
舎
と
し

て
使
わ
れ
て
い
た
建
物
が
、
昭
和
２
年

（
１
９
２
７
年
）
３
月
の
丹
後
大
震
災
で

倒
壊
し
た
た
め
、
同
じ
場
所
に
建
て
直
さ

れ
た
も
の
で
す
。
震
災
直
後
は
、
隣
接
す

る
加
悦
小
学
校
の
一
室
で
役
場
業
務
が
再

開
さ
れ
、
同
年
５
月
に
仮
庁
舎
が
建
て
ら

れ
ま
し
た
。

旧
庁
舎
は
、
当
初
、
町
会
議
事
堂
と
し

て
計
画
さ
れ
ま
し
た
が
、
丹
後
大
震
災
の

被
害
を
受
け
、
役
場
が
仮
庁
舎
の
ま
ま
で

あ
り
、
必
要
と
さ
れ
る
諸
室
も
確
保
で
き

て
い
な
か
っ
た
た
め
、
計
画
の
変
更
が
な

さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
役
場
庁
舎
と
町

会
議
事
堂
の
機
能
を
合
わ
せ
た
現
在
の
旧

庁
舎
が
建
築
さ
れ
た
の
で
す
。

旧加悦町役場庁舎　令和の大修理

前号「広報よさの 6 月号」で事業の経過や現状、今後の作業概要についてお知らせした「旧加悦町
役場庁舎　令和の大修理」。一世紀近く存在する旧加悦町役場庁舎には、長い年月の間にさまざまな
人の行き来と時代や生活・文化の変遷がありました。今回は、建築に至る過程や建物の特徴を紹介し
ながら、旧加悦町役場庁舎の魅力をお伝えします。

～修理によって建物が息を吹きかえし、人々の交流が生まれる場として未来へつづくことを願って～

ちりめん街道のコンシェルジュ《案内役》

旧加悦町役場庁舎の魅力

建
物
の
特
徴

旧
庁
舎
の
設
計
者
は
、
宮
津
出
身
で
、

現
在
の
大
林
組
の
初
代
設
計
部
長
と
し
て

活
躍
さ
れ
た
今い

ま

林ば
や
し

彦ひ
こ

太た

郎ろ
う

氏
で
す
。
当

事
の
大
林
組
が
得
意
と
し
た
「
ス
パ
ニ
ッ

シ
ュ
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
様
式
」
で
建
て
ら
れ

ま
し
た
。
ク
リ
ー
ム
色
の
外
壁
や
赤
瓦
の

屋
根
、左
右
対
称
の
外
観
な
ど
が
特
徴
で
、

旧
庁
舎
は
こ
れ
ら
の
特
徴
が
よ
く
体
現
さ

れ
て
い
ま
す
。
ス
ペ
イ
ン
南
部
で
発
祥
し

た
建
築
様
式
で
、「
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」
と
は

修
道
院
を
意
味
し
ま
す
。

町
並
み
の
ス
パ
イ
ス

ち
り
め
ん
街
道
の
町
家
は
、
７
～
８
割

が
昭
和
20
年
ま
で
に
建
て
ら
れ
た
日
本
の

伝
統
的
な
木
造
建
築
物
で
す
。
全
国
の
伝

統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
の
中
で
も
現
存

率
が
高
く
、
落
ち
着
き
が
あ
る
美
し
い
町

並
み
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、

近
代
化
を
象
徴
す
る
洋
風
建
築
物
の
旧
庁

舎
は
、
当
時
か
ら
ち
り
め
ん
街
道
の
町
並

み
の
ア
ク
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

時
を
経
て
も
良
い
も
の

神
奈
川
県
横
浜
市
に
山
手
地
区
と
い
う

場
所
が
あ
り
ま
す
。
明
治
か
ら
外
国
人
居

留
地
と
し
て
栄
え
、
現
在
も
異
国
情
緒
が

感
じ
ら
れ
る
景
観
地
域
で
す
。
そ
こ
に
建

つ
イ
ギ
リ
ス
人
貿
易
商
の
邸
宅
「
ベ
ー

リ
ッ
ク
・
ホ
ー
ル
」
と
旧
庁
舎
の
外
観
が

似
て
い
ま
す
。

ベ
ー
リ
ッ
ク
・
ホ
ー
ル
は
、
山
手
地
区

で
現
存
す
る
戦
前
の
建
物
の
中
で
最
大
規

模
で
あ
り
、
建
築
学
的
に
も
価
値
が
あ
る

建
物
で
す
。
こ
の
建
物
に
類
似
す
る
こ
と

か
ら
も
、
ち
り
め
ん
街
道
の
当
時
の
繁
栄

ぶ
り
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
旧
庁

舎
は
ベ
ー
リ
ッ
ク
・
ホ
ー
ル
よ
り
も
早
く

建
築
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

建
築
の
詳
細

旧
庁
舎
は
、
木
造
総
二
階
建
て
の
寄
棟

造
、桟
瓦
葺
で
、外
壁
を
鉄
網
コ
ン
ク
リ
ー

ト
と
し
て
い
ま
す
。
長
方
形
の
正
面
中
央

に
は
玄
関
と
車
寄
せ
が
配
置
さ
れ
て
い
ま

す
。外

観
の
装
飾
は
、
３
ヵ
所
の
メ
ダ
イ

オ
ン
と
、
１

階
窓
ま
わ
り

の
ア
ー
チ
状

の
繰
り
型
程

度
で
端
正
な

意
匠
を
し
て

い
ま
す
。
２

階
床
は
、
大

き
な
梁
を
梁

行
方
向
に
架

け
渡
し
、
側

柱
か
ら
方
杖

で
床
梁
を
補

強
し
て
い
ま

す
。
小
屋
組
は
キ
ン
グ
ポ
ス
ト
ト
ラ
ス
と

し
、
旧
議
場
の
空
間
を
広
く
と
る
と
と
も

に
、
寄
棟
屋
根
を
支
え
て
い
ま
す
。

南
面
の
意
匠
を
凝
ら
し
た
出
入
口
も
洋

風
建
物
の
雰
囲
気
を
よ
く
表
し
て
い
ま

す
。
議
場
の
出
入
口
で
あ
っ
た
か
ら
で
も

あ
り
ま
す
が
、
ち
り
め
ん
街
道
へ
の
敬
意

が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

震
災
を
教
訓
に
し
た
造
り

丹
後
大
震
災
の
直
後
に
建
て
ら
れ
た
こ

と
か
ら
、
意
匠
・
構
造
と
も
耐
震
性
能
に

つ
い
て
熟
考
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
旧
庁
舎

は
簡
潔
な
平
面
・
立
面
構
成
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
ら
は
地
震
に
強
い
構
造
だ

か
ら
で
す
。

ま
た
、
外
壁
を
鉄
網
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と

し
た
の
は
、
地
震
後
に
火
災
が
発
生
す
る

こ
と
が
多
く
、
屋
外
か
ら
の
延
焼
を
防
ぐ

た
め
で
す
。
耐
震
・
耐
火
性
能
が
考
慮
さ

れ
た
旧
庁
舎
は
、
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
と
し

て
も
大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。

未
来
へ
つ
な
ぐ
文
化
財

２
階
の
ま
っ
す
ぐ
と
伸
び
る
廊
下
の
雰

囲
気
、
階
段
の
細
部
に
施
さ
れ
た
彫
刻
、

漆
喰
壁
と
木
の
柱
と
の
色
彩
的
な
対
比
、

洋
風
の
大
空
間
な
ど
が
美
し
い
旧
庁
舎
。

今
回
の
修
理
に
よ
り
、
旧
議
場
の
格
天
井

を
復
元
し
、
当
時
の
端
麗
な
旧
議
場
の
雰

囲
気
も
よ
み
が
え
り
ま
す
。

２
階
が
議
場
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
時
の
様
子
。
こ
の
写

真
が
見
つ
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
文
化
財
修
理
と
し
て
天

井
が
復
元
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
　

昭和６年ごろの旧加悦町役場庁舎

ベーリック・ホール（横浜市山手地区）　昭和５年設計

●旧加悦町役場庁舎の魅力

外壁のメダイオン（装飾）小屋裏に組まれたキングポストトラス

※今後も工事の進ちょくとともに、事業に関する話題をお伝えしていきます
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まちの 話題 お届けします

江陽中学校の取組について発表が行われました

●与謝野町教育フォーラム

特色ある学校づくりを発表
６月４日、野田川わーくぱるで与謝野町教育

フォーラムを開催しました。
この取組は、与謝野町内の各小中学校で取り組ん

でいる活動を知ってもらおうと、昨年から町教育委
員会が主催し行っているものです。地域の特色を生
かした学校づくりを行う町内各小中学校の中から、
今年は与謝小学校と江陽中学校の２校が発表を行い
ました。与謝小学校は田植え体験などの取組につい
て、江陽中学校は家庭学習の習慣化の取組について、
それぞれの成果と今後の課題を発表しました。

●三河内小学校×加悦谷高校スポーツ交流会

加悦谷高生がトレーニング指導！

ローラーを使い体幹を鍛えるトレーニングを行う生徒と児童
初夏を感じながら丹後を駆け抜けるサイクリストたち

加悦谷高校の生徒 12 人が、6 月 20 日に三河内
小学校を訪れ、５・６年生の児童 27 人に総合的な
体づくりの指導を行いました。

自らの能力を高めるためトレーニング理論などを
学んでいる同校アスリートスポーツコースの３年生
が町内の小中学校に出向き、理論的・基礎的なトレー
ニング方法を伝えるとともに、教える力・楽しさを
経験する機会として行われているこの事業。今年は
司会や全体進行も生徒が務め、腕力や体幹を鍛える
トレーニングやバランスボールを使ったバランス力
を養うトレーニング法について指導し、和やかな雰
囲気のなか児童とともに体を動かしました。

●ちりめん街道きものマルシェ　半分ナウい

着物を身近に感じる機会に

種類豊富な古着きものが並んだきものマーケット

ちりめん街道の地域活性化に取り組むグループ
「この丹後のかたすみで」主催のイベント「ちりめ
ん街道きものマルシェ　半分ナウい」が 6 月９日、
ちりめん街道一帯で開催されました。

浄福寺では古着きものや和装小物を販売するきも
のマーケットが行われ、掘り出し物を見つけようと
多くの方が訪れました。また、旧川嶋酒造酒蔵では
スイーツが味わえるカフェやこだわりの野菜やパン
などを販売するマルシェが設置され、ちりめん街道
はにぎわいをみせました。

●大江山一斉登山

新緑の大江山を登山で満喫

加悦双峰公園をスタートし山頂に向け山道を進む参加者たち

５月 26 日、大江山一斉登山が開催され、300 人を越
える参加者が山頂・千丈ヶ嶽を目指しました。

参加者は福知山市、宮津市、与謝野町のそれぞれの
登山口からスタートし、新緑に彩られた初夏の大江山
の自然を満喫。山頂・千丈ヶ嶽では、恒例となった大
江山に関するクイズや最年少・最年長登頂者の表彰が
行われ、子どもからお年寄りまで楽しめるイベントと
なりました。

ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

与謝野町プレミアム付商品券 を販売します！

問い合わせ　商工振興課　☎ 43-9012

消費税・地方消費税率 10％への引き上げによる住民税非課税者や子育て世帯の消費
に与える影響を緩和するとともに、地域における消費を喚起・下支えすることを目的
として、与謝野町プレミアム付商品券の販売を行います。

住民税非課税世帯
一部の子育て世帯

対 象

条件①　令和元年度（平成 31 年度）住民税非課税者（課税基準日平成 31 年１月１日）

　　　　※住民税課税者と生計同一の配偶者・扶養親族、生活保護被保護者等を除く

条件②　平成 28 年 4 月 2 日から令和元年 9 月 30 日までの間に生まれた子が属する世帯の世帯主

対象者

対象条件①の該当者　券面額 2 万 5,000 円（販売額 2 万円）

対象条件②の該当者　券面額 2 万 5,000 円（販売額 2 万円）× 3 歳未満の子の数

※券面額 5,000 円（販売額 4,000 円）での分割販売を行います

購 入
限度額

申請先は、基準日（平成 31 年 1 月 1 日）において住民登録がされている市町村となります。
該当する可能性のある住民税非課税者には、「お知らせ」とあわせて「購入引換券交付申請書」を
送付します。（７月下旬から８月上旬ごろ送付予定）
購入引換券交付申請書を記入の上、役場各庁舎にある特設窓口に提出してください。対象者に該当
することを確認後、購入引換券を送付します。（9 月下旬ごろの予定）
対象条件②の該当者は、申請の手続きは不要です。購入引換券を送付します。（9 月下旬ごろの予定）

申 請

●細井和喜蔵「奴隷」「工場」出版記念のつどい

加悦奥出身の作家、90 年ぶりの復刊！

著書へ込められた和喜蔵の思いを解説する細井さん

加悦奥出身でベストセラー「女工哀史」の著者
である細

ほそ
井
い

和
わ き

喜蔵
ぞう

が書いた「奴隷」「工場」が昨年、
90 年ぶりに復刊されたことに伴い、5 月 26 日、旧
尾藤家住宅で細井和喜蔵「奴隷」「工場」出版記念
のつどいが開催されました。13 歳から丹後ちりめ
んの機屋で働き、過酷な労働環境を生きてきた細井
和喜蔵の故郷加悦谷への愛憎が書かれた「奴隷」「工
場」。つどいでは、「つらい思い出しかない加悦谷を
自分の故郷として愛していることを書いたこれらの
小説に再び日の目を当てたい、そうすることで和喜
蔵を弔いたいと思った」と、小説に登場する機屋「駒
忠」の主人
の子孫にあ
たる細

ほそ
井
い

忠
ただ

俊
とし

さんが復
刊プロジェ
クトの経緯
などを紹介
し、復刊へ
の思いを語
りました。

●海の京都ＴＡＮＴＡＮロングライド 2019

サイクリストが丹後・中丹を駆け巡る

6 月２日、自転車で丹後・中丹地域を駆け巡るサ
イクルイベント「海の京都ＴＡＮＴＡＮロングライ
ド 2019」が開催され、全国各地から 1,600 人を超
えるサイクリストが参加しました。

各市町のコース上に設置されたエイドステーショ
ンでは、休憩とともに地元ならではの食材を使った
おもてなしが行われ、参加者を歓迎しました。与謝
野町では、野田川わーくぱるで京の豆っこ米を使っ
た「てっぽう」（おにぎり）を振る舞い、サイクリ
ストたちは、各地域の特産品、景色を楽しみながら
ゴールまで駆け抜けました。
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英 語のことわざに「Happiness 
is not getting what you 

want, but appreciating what you 
have.（幸せは手に入れるものでは
なく、すでにあるものに感謝するこ
と）」というものがあります。 私は
今月末でＡＬＴの任期を終え、イギ
リスに帰国します。そこで私は、こ
の町で過ごす日々の終わりに際し、
楽しかった毎日に思いをはせ、大切
にしているすべての思い出を振り
返って 18 のことを書き出しました。
私はこれらのことについて皆さんと
分かち合いたいと思います。このこ
とは私にとって、この町で過ごした
日々を特別なものにするでしょう。

A L Tリレーコラム ［第 96 回　18 の思い出たち　by セバスチャン・フェイガン］	 COLUMN

丹後の琴引浜にて。この町で過ごした日々は忘れません！

この町で過ごした日々が恋しくなる大切な思い出たち
１．

２．

３．

４．

５．

６．

７．

８．

９．

10．

11．

12．

13．

14．

15．

16．

17．

18．

雨と雪、山の陰に早く沈む太陽を恨めしく思うこと

昔の人が集まっていたであろう、隠れた神社を見つけること

つま先の間で鳴く琴引浜の砂を子どものように喜ぶこと

道々に響き渡る町の鼓動、機織りの優しい音

山頂を覆い、海に映えるオレンジ、イエロー、ピンクの夕焼け

秋に採れたての柿が積まれているのを見つけること

春、水が引き込まれた田んぼに映った空

人々の親切で、分かち合い、他者を受け入れる精神

経ヶ岬の灯台周辺の海岸線を車で走りながら広大な海を見つめる

と、自分を小さく感じること

時代を超えて伝えられる地域の伝承や物語を聞くこと

夏から秋に変わるときの大江山の色

まるで友人であるかのような笑顔で初対面の人に温かく迎えられ

ること

寺院の境内で静かに座り、風の音に耳を傾け、しばらくの間世間

から離れること

友達から、庭で愛情を込めて育てられた新鮮な野菜をもらうこと

丹後のばら寿司を食べること

天橋立を歩き、松の間から注ぐ木漏れ日を見ること

江陽中学校の職員室から大江山を眺めると、霞がかった山嶺に意

識が溶けて吸い込まれそうになること

旅行の後与謝野町に帰ってくると、家に帰ったほっとした気分に

なること

与謝野町が、私の過ごした日々を特別なものにしてくれた、その伝
統、活力、開放的な精神をこれからも守っていくことを願います。与
謝野町、心の底からありがとう。本当にありがとうございました。

男
山
地
区
公
民

館
で
は
、
男

山
区
の
行
事
と
タ
ッ

グ
を
組
み
、
盆
踊
り
、

柿
祭
り
、
社
会
見
学

を
中
心
に
事
業
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

昨
年
度
新
規
事
業

と
し
て
、
黒
豆
と
青
豆
二
種
類

の
豆
作
り
を
行
い
、
予
想
以
上

の
で
き
栄
え
で
し
た
。黒
豆
は
、

収
穫
祭
と
称
し
て
柿
祭
り
に
板

列
八
幡
神
社
へ
参
拝
く
だ
さ
っ

た
方
々
へ
、
枝
豆
で
振
舞
い
ま

し
た
。
青
豆
は
、
一
部
を
味
噌

づ
く
り
の
材
料
と
し
て
使
用
し

今
年
の
冬
に
は
40
㎏
の
手
作
り

味
噌
が
で
き
上
が
り
ま
す
。

そ
し
て
、
残
っ
た
豆
は
記
念

す
べ
き
令
和
元
年
５
月
１
日
板

列
八
幡
神
社
例
祭
の
折
、
京
都

府
暫
定
登
録
有
形
文
化
財
登
録

記
念
と
し
て
、
神
輿
巡
幸
の
応

援
に
公
民
館
へ
来
ら
れ
た
方
々

公民館訪問［ 第56回　男山地区公民館 ] 

に
配
ら
れ
た
ポ
ン
菓
子
に
姿
を

変
え
ま
し
た
。

今
、
私
た
ち
の
地
域
で
は
、

時
代
の
流
れ
や
家
族
形
態
の
変

化
に
よ
っ
て
、
当
た
り
前
の
よ

う
に
受
け
継
が
れ
て
き
た
伝
統

や
文
化
が
衰
退
し
つ
つ
あ
り
ま

す
。
人
が
集
え
ば
、
先
人
の
知

恵
に
触
れ
地
域
で
生
き
る
意
味

を
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
、
地
域
性
に
寄
り
添
っ

た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く

こ
と
で
公
民
館
事
業
の
役
割

を
担
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

麹
こうじ

とゆで豆で味噌玉をつくります

令
和
元
年
の
黒
豆
が
芽
を
出
し
ま
し
た

青豆のポン菓子

図書館へ行こう！  BOOKS

●問い合わせ先／与謝野町立図書館 ☎ 46-2451　加悦分室 ☎ 43-0376　野田川分室 ☎ 43-0087
●開館時間／午前 10 時～午後６時　●休館日／毎週月曜（本館・加悦分室）、毎週火曜（野田川分室）、毎月最終木曜（共通）

世界で初めてアポロ 11 号が月面に降り立ったのが 1969 年 7 月 20 日。
最近でも、ブラックホールの姿を初めて画像に捉えたことがニュースに
なりましたね。謎深き宇宙へ思いをはせつつ夜空を見上げてみませんか。

月面着陸から 50 年
～宇宙にまつわる本～

夏休み期間中のお知らせとお願い
ご利用の際には、マナーを守りみなさんが気持ちよくご利用いただけるようご協力をお願いします。

★本は10冊まで２週間借りることができます。本の貸し
出しにあたり利用者カードが必要ですので、必ずご持
参ください。

★カードを作られる場合には、名前・住所等が確認でき
る免許証・保険証等をお持ちの上、図書館へお越しく
ださい。なお、カードを紛失された方や与謝野町以外
の北部６市町にお住まいの方（与謝野町在学は除く）
はカード実費として150円いただきますのでご注意く
ださい。

★本は、著作権法で許されている範囲でコピーできま
す。コピー料は１枚当たり白黒10円、カラー50円で
す。

＜お願い＞

①課題図書や夏休みの宿題に必要な本は、お早めにお尋
ねください。貸し出し中のものや当館にないものは予
約や取り寄せができますが、期日が間に合わなかった
り、取り寄せできないことがあります。

②課題図書（青少年読書感想文コンクール、京都新聞お
はなしを絵にするコンクール）の貸し出し期限は１週
間です。次に待つ人がいない場合に限り、もう１週間
期限を延長できます。

③ 館内の座席には限りがありますので、譲り合ってご利
用ください。また館内での飲食、許可のないカメラ撮
影はご遠慮ください。

図書館で借りた本の数だけシールを集める読書マラ
ソン。今年で４年目を迎えますが、例年たくさんの子
どもたちがマラソンに挑戦してくれています。ぜひ今
年も参加して図書館でたくさんの本を読みましょう！
　詳細は図書館までお問い合わせください。

今年も読書マラソンを行います！
一般書  ●『70歳のたしなみ』坂東眞理
子／小学館 ●『今日から始める男の着
物』泉二弘明／ＰＨＰ研究所 ●『姑の
遺品整理は、迷惑です』垣谷美雨／双

葉社　 児童書  ●『おかいものなんだっけ？』宮野
聡子／講談社 ●『ひとりじゃないよ、ぼくがいる
』サイモン・フレンチ／福音館書店 ●『そうだっ
たのか！しゅんかん図鑑』伊知地国夫／小学館

今月の
新着図書

『月はぼくらの宇宙港』
佐伯和人／新日本出版社

人類が地球から宇宙へ活
動の場を広げる拠点「宇
宙港」として「月」が注
目されています。今まで
の調査で分かったことは
もちろん、宇宙に興味が
ある人へおすすめのミニ
実験も紹介しているので
夏休みの自由研究の参考
にしてはいかが？

『火星のカレー 宇宙人たちのひみつ』
斉藤洋／高畠純／講談社

火星に水がないのは、地球
人がカレーを持ち込んだせ
いだった？　「あなたのひ
みつをおしえてください」
という念波を太陽系の星に
送ったら、なんと宇宙人た
ちから返事が返ってきまし
た。宇宙人たちのゆかいな
ひみつ、あなたは信じます
か？

Info　　図書館おはなし会

■日時 ７月26日（金） ※毎月第４金曜日
 午後１時30分～３時
■問い合わせ先 江山文庫　☎ 43-2180

江山文庫読書会 与謝野晶子の童話を読む

第 87 回「敏子と人形」

[ 加　悦 ]　７月 13 日（土）午前 10 時 30 分～
（加悦読み聞かせ会による夏のお話会）
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マ
ダ
ニ
の
特
徴

マ
ダ
ニ
と
は
、
固
い
外
皮
に

覆
わ
れ
た
比
較
的
大
型
の
ダ
ニ

で
、
食
品
等
に
発
生
す
る
「
コ
ナ

ダ
ニ
」
や
衣
類
や
寝
具
に
発
生
す

る
「
ヒ
ョ
ウ
ダ
ニ
」
な
ど
の
家
庭

内
に
生
息
す
る
ダ
ニ
と
は
種
類
が

異
な
り
ま
す
。

市
街
地
周
辺

で
も
見
ら
れ

ま
す
が
、
主

に
森
林
や
草

地
な
ど
の
野

外
に
生
息
し

ま
す
。
肉
眼

で
は
気
づ
き

に
く
い
こ
と

が
多
く
、
吸

血
前
後
で
、

形
と
大
き
さ

が
変
わ
る
特

徴
が
あ
り
ま

す
。

つ
つ
が
虫
の
特
徴

つ
つ
が
虫
と
は
、
地
中
に
い
る

ダ
ニ
で
、
幼
虫
の
時
期
に
地
表
へ

出
て
一
度
だ
け
野
ネ
ズ
ミ
な
ど
に

吸
着
す
る
習
性
が
あ
り
、
そ
の
時

に
ヒ
ト
を
咬
む
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ヒ
ト
を
咬
む
幼
虫
は
約
０
・
３
㎜

の
大
き
さ
で
肉
眼
で
は
見
え
に
く

く
、
ま
た

咬
ま
れ
て

も
気
づ
か

な
い
こ
と

が
多
い
で

す
。野

外
に
生
息
す
る
マ
ダ
ニ
や
つ

つ
が
虫
な
ど
の
ダ
ニ
類
が
ウ
イ
ル

ス
や
細
菌
な
ど
を
保
有
し
て
い
る

場
合
、
咬
ま
れ
る
と
病
気
を
発
症

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
特
に
４

～
10
月
に
か
け
て
最
も
多
く
患
者

が
発
生
す
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
ダ

ニ
類
に
咬
ま
れ
な
い
よ
う
に
心
が

け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

ダニ類に咬まれないためのポイント

　無理に引き抜こうとせず、速やかに受
診をし、医療機関で処置してもらいま
しょう。また、数週間程度は体調の変化
に注意し、発熱等の症状があれば医療機
関で診察を受けましょう。

もしもダニ類に咬まれたら

こ
れ
か
ら
の
季
節
、
ダ
ニ
類
が
活
発
化
す
る
時
期
で
あ

り
、
野
外
活
動
の
機
会
が
増
え
る
時
期
に
も
な
り
ま
す
。

マ
ダ
ニ
や
つ
つ
が
虫
に
よ
る
病
気
に
か
か
ら
な
い
よ
う
、

野
外
で
の
ダ
ニ
対
策
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

肌の露出は最小限に！

上着の袖やズボンの裾を手袋や長靴に入れ
るなど、肌の露出をできるだけ少なくし、
足は完全に覆う靴を履きましょう

服をはたいてダニ類を落とす！

車に乗る前、家に入る前には服をはたき、
家の中にダニ類を持ち込まないようにしま
しょう。着ていた服はすぐに洗濯するか、
屋外で天日干ししましょう

防虫スプレーで寄せつけない！

肌が出る部分には防虫スプレーなどを活用
すると効果的です

滑りやすい生地を選ぶ！

付着したダニを見つけやすく、つきにくく
するため、明るい色やすべりやすい素材の
服を着用しましよう

衣類を地面に置かない！

首にかけるタオルや脱いだ上着などは直接
地面に置いたり、木にかけたりせず、でき
るだけカバンなどの中に入れましょう

長時間地面に座らない！

長時間地面に直接座ったり、寝転んだりす
るのはやめましょう

咬まれていないかチェック！

野外活動後は入浴をし、ダニに咬まれてい
ないか、特にわきの下、足の付け根、手首、
膝の裏、髪の毛の中など確認しましょう

草むらや藪などで活動をした後は…

吸血前のマダニ（約 0.5cm）吸血後は約 1.5cm ほどになる

つつが虫

健やか広場　
ダニ類に刺されないようにしましょう

～マダニやつつが虫は野外の草むらや藪などにいるダニ類です～

私
た
ち
は
与
謝
野
町
消
防
団
の
女

性
消
防
隊
と
し
て
、
火
災
や
災
害
な

ど
の
予
防
啓
発
を
中
心
に
活
動
し
て

い
ま
す
。
月
に
一
度
は
定
例
会
を
開

き
、活
動
内
容
を
協
議
し
て
い
ま
す
。

隊
の
名
の
と
お
り
住
民
の
方
と
の

『
ふ
れ
あ
い
』
を
大
切
に
、
私
た
ち

の
活
動
が
よ
り
身
近
に
感
じ
て
も
ら

え
る
よ
う
、
地
域
の
方
に
分
か
り
や

す
く
火
事
な
ど
の
災
害
の
予
防
啓
発

を
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

み
な
さ
ま
の
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

こんにちは、ひまわりふれ愛隊です！

■これまでに参加してきた行事を紹介します♪

団長点検で訓練の成果を披露消防防災フェアで予防啓発活動に取り組みました出初式に出席し表彰を受けました

令和元年度全国統一防火標語 「ひとつずつ　いいね！で確認　火の用心」

こんな活動しています！

ＥＶＥＮＴ　ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ 普通救命講習会のご案内

日時

場所
内容
募集

■ ８月４日（日）　午前９時～正午
■ 10 月４日（金）　午後６時～９時
■ 12 月１日（日）　午前９時～正午
■ 令和２年２月１日（土）　午後１時～４時
宮津与謝消防署　防災センター

「心肺蘇生法」「ＡＥＤの使用方法」等を実施
各開催日の前日まで

対象
定員
申し込み方法
　消防署にある「受講申込書」に必要事項を記入
の上、宮津与謝消防署へ。受講申込書は宮津与謝
消防組合ホームページからもダウンロードできま
す。問い合わせは宮津与謝消防署（☎ 46-5119）へ。

中学生以上（受講料は無料）
各回 20 人

がんばってます！消防団 編集 ● ひまわりふれ愛隊

■ 

井い

だ田 

晶あ
き
子こ 

隊
長

■ 

谷た
に
は
ら原 

春は
る
加か 

副
隊
長

■ 

三み
つ
野の 

真ま

ほ穂 

副
隊
長

■ 

足あ

立だ
ち 

洋よ
う

子こ 

団
員

■ 

香か

山や
ま 

淳じ
ゅ
ん子こ 

団
員

■ 

廣ひ
ろ

野の 

百も
も

星せ 

団
員

■ 

谷た
に

田だ 

美み

な奈 

団
員

町長査閲　　　　　７月７日（日）

消防防災フェア　　９月８日（日）

年末警戒　　　　　12 月 28 日（土）～ 31 日（火）

出初式　　　　　　令和２年１月 12 日（日）

防火広報活動

　与謝野町消防団からのお知らせを作成する

ほか、男性団員さんに混ざり、

消防車による広報パトロール

を行う時もあります。

　また、全国火災予防運動週

間などの際には、ＦＭ告知放

送で町内全域に防火を呼びかけ

ています。

□

□

□

□

□

ひまわりふれ愛隊メンバー
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町 政  News & Information

有吉正さん、今田愽文さんが「旭日双光章」を、故糸井徹一さん、故㔟簱毅さんが「旭日単光章」を受章さ
れました。４名の皆さまは、町政並びに地方自治の発展および住民福祉の向上に多大な貢献を果たされまし
た。長年のご尽力に対し、心から感謝申し上げます。

●旭日双光章・旭日単光章

次
の
証
の
交
付
を
受
け
て
い
る

方
は
、
証
の
有
効
期
限
が
平
成
31

年
７
月
31
日
（
令
和
元
年
７
月
31

日
）
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
新
し

い
証
へ
の
更
新
が
必
要
と
な
り
ま

す
。８

月
以
降
有
効
と
な
る
保
険
証

等
は
、
７
月
下
旬
ま
で
に
対
象
世

帯
に
郵
送
で
送
付
し
ま
す
の
で
、

届
き
ま
し
た
ら
、
必
ず
開
封
の
う

え
内
容
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
な

お
、
８
月
以
降
に
医
療
機
関
で
受

診
さ
れ
る
と
き
は
、
新
し
い
保
険

証
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

更
新
と
な
る
保
険
証
等

■ 

国
民
健
康
保
険
証

■ 

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

■ 

福
祉
医
療
費
受
給
者
証
（
老

人
・
障
害
・
ひ
と
り
親
）

■ 

国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証

※ 

別
途
通
知
し
て
い
る
保
険
税

に
滞
納
が
あ
る
世
帯
は
窓
口
交
付

し
ま
す
の
で
、
保
健
課
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

限
度
額
適
用
認
定
証
、

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証

（
緑
の
証
）
が
交
付
さ
れ
て

い
る
方

８
月
以
降
引
き
続
き
入
院
や
高

問　保健課 ☎ 43-9022

健康保険証等が更新されます
与謝野町国民健康保険からのお知らせ

額
な
外
来
診
療
が
予
定
さ
れ
る
場

合
に
は
、
証
の
更
新
が
必
要
で

す
。
更
新
に
は
申
請
手
続
き
が
必

要
な
た
め
、
印
鑑
と
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
ま
た
は
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
通
知
カ
ー
ド
（
申
請
に
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
の
記
入
が
必
要
と
な
り

ま
す
）
を
持
参
の
う
え
８
月
１
日

以
降
に
保
健
課
ま
た
は
岩
滝
、
野

田
川
各
庁
舎
住
民
係
窓
口
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

※
限
度
額
適
用
認
定
証
と
は

入
院
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
き

功績・功労をたたえて

有吉正さん（岩屋）は、平成３年４月に野田川
町議会議員に初当選されて以来、合併までの４期
14 年 10 ヵ月、合併後は与謝野町議会議員とし
て３期 12 年の計 26 年 10 ヵ月にわたり在職さ
れ、野田川町議会建設農林常任委員会委員長・与
謝野町議会運営委員会委
員長等の要職を歴任され
たほか、平成 15 年５月
から２年 10 ヵ月にわた
り野田川町監査委員とし
て、また平成 19 年４月
から延べ６年にわたり与
謝野町監査委員として公
正で効率的な行政運営に
尽力されました。

■ 令和元年春の叙勲 旭日双光章　有
ありよし

吉 正
ただし

さん
今田愽文さん（滝）は、平成６年 12 月に加悦

町議会議員に初当選されて以来、合併までの３期
11 年３ヵ月、合併後は与謝野町議会議員として
３期 12 年の計 23 年３ヵ月にわたり在職され、
加悦町議会産業建設常任委員会委員長・加悦町議
会総務文教常任委員会委
員長等の要職を歴任され
たほか、平成 16 年 12
月から１年３ヵ月にわた
り加悦町議会議長とし
て、また平成 26 年５月
から２年にわたり与謝野
町議会議長として、円滑
な議会運営に尽力されま
した。

■ 令和元年春の叙勲 旭日双光章　今
いま

田
だ

 愽
ひろ

文
み

さん

故糸井徹一さん（石田）は、昭和 50 年７月に
岩滝町議会議員に初当選されて以来、平成 11 年
４月までの６期 23 年 10 ヵ月にわたり在職され、
岩滝町議会総務文教常任
委員会副委員長・岩滝町
議会産業建設常任委員会
副委員長等の要職を歴任
されたほか、平成７年５
月から４年にわたり岩滝
町監査委員として公正で
効率的な行政運営に尽力
されました。

■ 旭日単光章　糸
いと

井
い

 徹
てつかず

一さん
故㔟簱毅さん（与謝）は、平成 10 年 12 月に

加悦町議会議員に初当選されて以来、合併までの
２期７年３ヵ月、合併後は与謝野町議会議員とし
て４期 12 年８ヵ月の計
19 年 11 ヵ月にわたり
在職され、加悦町議会産
業建設常任委員会委員長
等の要職を歴任されたほ
か、平成 28 年４月から
２年にわたり与謝野町議
会議長として円滑な議会
運営に尽力されました。

■ 旭日単光章　㔟
せ

簱
はた

 毅
さとし

さん

6 月 4 日、野田川わーくぱるで与謝野町青少年
健全育成功労者に対し表彰が行われました。この表
彰は、長年にわたり、スポーツ指導や青少年を取り
巻く環境の向上等、さまざまな分野において健全
育成に尽力された
方々に贈られるも
ので、今年は右記
の方々が受賞され
ました。これから
も青少年健全育成
のため、よろしく
お願いいたします。

●与謝野町青少年健全育成功労者表彰
中
なかがみ

上 伸
しん

午
ご

さん

中
なかじま

嶋 稔
みのる

さん

後
ご

藤
とう

 公
こういち

一さん

桐
きりむら

村 全
まさてる

輝さん

岩
いわたに

谷 文
あや

子
こ

さん

井
いのうえ

上 敦
あつ

至
し

さん

山
やまざき

﨑 宏
ひろあき

晃さん

廣
ひろ

野
の

 仁
ひと

士
し

さん

白
しら

数
す

 浩
こういち

一さん

井
い だ

田 充
みつ

男
お

さん

（与謝野ジュニアバレーボールクラブ 監督）

（よさのＦＣ 監督）　

（剣道 野田川悠信館 代表）　

（野田川少年少女陸上クラブ 監督）

（加悦体操クラブ コーチ）

（岩滝陸上教室 コーチ）

（野田川スターボーイズ 副代表）

（市場少女バレーボールクラブ 監督）

（岩滝ミニバスケットボール教室 総合コーチ）

（山田青少年健全育成会 会長）

受賞者のみなさん

6 月 4 日に表彰を受けた与謝野町青少年
育成会功労者のみなさん（欠席者 4 名）

や
高
額
な
外
来
診
療
が
予
想
さ
れ

る
と
き
、
事
前
申
請
に
よ
り
、
限

度
額
適
用
認
定
証
（
住
民
税
非
課

税
世
帯
の
方
は
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
を
併
せ
て
）
が
交
付
さ
れ

ま
す
。

こ
の
認
定
証
を
医
療
機
関
の
窓

口
に
提
示
す
る
と
、
一
医
療
機
関

で
の
支
払
が
負
担
限
度
額
ま
で
と

な
り
ま
す
の
で
、
病
院
等
で
の
負

担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。（
保
険
税・

料
を
滞
納
し
て
い
る
と
交
付
さ
れ

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
）

■ 国民健康保険に加入する 69 歳以下の方

国民健康保険に加入する 70 歳以上の方で、住民

税非課税世帯に属する方または現役並み所得者の

うち、区分ⅠまたはⅡに該当する方

福祉医療受給者証（老人）を交付されている方で

住民税非課税世帯に属する方

後期高齢者医療制度に加入する方で住民税非課税

世帯に属する方（ただし後期高齢者医療制度に加

入している方で、平成 31 年７月 31 日（令和元年

７月 31 日）まで有効の限度額適用認定証をお持

ちの方に対しては、７月下旬に後期高齢者医療被

保険者証とともに令和２年７月 31 日まで有効の

証を郵送します）

■

■

■

■
加
悦
地
域

　
算
所
区
長　
　
石い

し
も
と本　

節せ
つ

雄お

　
加
悦
奥
区
長　
波は

尻じ
り　
敏と
し

男お

区
長
連
絡
協
議
会
長

　
加
悦
区
長　
　
堀ほ

り
江え　
弘ひ

ろ
ひ
こ彦

　
後
野
区
長　
　
山や

ま
む
ら村　
義よ
し
の
ぶ信

　
与
謝
区
長　
　
西に

し
は
ら原　

成し
げ
る

　
滝
区
長　
　
　
今い

ま
田だ　
愽ひ

ろ
文み

　
金
屋
区
長　
　
永な

が
し
ま島　

徹と
お
る

　
温
江
区
長　
　
藤ふ
じ

田た　
久ひ
さ
し

　
明
石
区
長　
　
山や

ま
が
み上　

正ま
さ
ひ
ろ博

　
香
河
区
長　
　
中な

か
が
み上　

浅あ
さ
ゆ
き之

■
岩
滝
地
域

　
石
田
区
長　
　
白し

ら
數す　
利と
し
あ
き昭

　
弓
木
区
長　
　
植う

え
ま
つ松　

伸し
ん
ぱ
ち八

　
立
町
区
長　
　
梅う

め
田だ　
幸さ

ち
夫お

　
浜
町
区
長　
　
白し
ら
数す　
登の
ぼ
る

　
藪
後
区
長　
　
笹さ

さ
お
か岡　

洋よ
う
い
ち一

区
長
連
絡
協
議
会
職
務
代
理
者
副
会
長

　
東
町
区
長　
　
大お

お
し
た下　

修お
さ
む

　
男
山
区
長　
　
為た
め
む
ら村　

純
じ
ゅ
ん

三ぞ
う

■
野
田
川
地
域

　
三
河
内
区
長　
寺て

ら
し
ま島　

節せ
つ
ろ
う郎

区
長
連
絡
協
議
会
副
会
長

　
岩
屋
区
長　
　
山や
ま
ざ
き﨑　

政ま
さ

巳み

　
幾
地
区
長　
　
永な

が
お
か岡　

曉さ
と
る

　
四
辻
自
治
区
長　
山や

ま
ざ
き﨑　

正ま
さ
み
ち道

　
上
山
田
区
長　
糸い

と
井い　
和か
ず
ゆ
き之

　
下
山
田
区
長　
山や

ま
ざ
き﨑　

信の
ぶ
ゆ
き之

　
石
川
区
長　
　
吉よ

し
田だ　
伸し

ん
吾ご

　
　
　
　
　
　
　
　
※
敬
称
略

問　総務課 ☎ 43-9010

町内 24 区の区長を紹介します
総務課からのお知らせ

限度額適用認定証・標準負担額減額認定証を

役 場 で 交 付 で き る 方
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お
め
で
と
う

　
ご
ざ
い
ま
す

　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

お
悔
や
み

　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

町内に配布している

広報誌には掲載しています

町内に配布している

広報誌には掲載しています

与謝野町役場 
　☎ 43-9000（代表）

総務課
　☎ 43-9010 
防災安全課 
　☎ 43-9011
商工振興課
　☎ 43-9012
会計室
　☎ 43-9013
建設課
　☎ 43-9014
企画財政課
　☎ 43-9015
観光交流課
　☎ 43-9016

加悦庁舎 
　☎ 43-9001（代表）

税務課
　☎ 43-9020
福祉課
　☎ 43-9021
保健課
　☎ 43-9022
農林課
　☎ 43-9023
子育て応援課
　☎ 43-9024
教育委員会 学校教育課
　☎ 43-9025
教育委員会 社会教育課
　☎ 43-9026
議会事務局
　☎ 43-9027
CATV センター
　☎ 43-9028
野田川庁舎
　☎ 43-9002（代表）

住民環境課
　☎ 43-9030
上下水道課
　☎ 43-9031

薬物乱用は、周囲の人から誘われて、好奇心や興味本位で手を染め
るケースが多く見られます。「やせられる」「気分が良くなる」などの
甘い誘い文句や、覚せい剤を「エス」「スピード」などと呼んで、乱
用薬物とは分からないように誘われることもあります。

「1 回くらいなら」と思っていても薬物の効果が切れるとまた使い
たくなり、次第に自分の意志では止められなくなります。薬物乱用に
対する理解を深め、絶対に手を出さないようにしましょう。

薬物乱用は

「ダメ。ゼッタイ。」

加
悦
谷
高
等
学
校(

以
下
、

「
加
悦
高
」)

の
魅
力
化
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
活
動

し
て
い
る
地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
長
谷
川
で
す
。
早
く
も

第
２
弾
を
寄
稿
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

魅
力
化
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
に
着
任
す
る
前
は
、
個

人
事
業
主
と
し
て
活
動
し
て

い
た
り
、
企
業
で
働
い
た
り

し
て
い
ま
し
た
が
、
基
本
的

に
大
人
の
方
を
相
手
に
す
る

こ
と
が
多
く
、
子
ど
も
と
接

す
る
機
会
は
ほ
ぼ
皆
無
。
そ

の
た
め
、
生
徒
と
接
す
る
時

は
ま
だ
ま
だ
緊
張
す
る
こ
と

が
多
い
で
す
。

私
の
場
合
、
教
員
と
い
う

立
場
で
は
な
い
の
で
、
授
業

を
持
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な

く
、
担
任
を
持
っ
て
い
る
わ

け
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
、
こ
ち
ら
か
ら
ア
プ

問　社会教育課 ☎ 43-9026

地域おこし協力隊通信 38

加悦高魅力化コーディネーター 長谷川隊員

ロ
ー
チ
し
な
い
と
生
徒
た
ち

と
接
す
る
機
会
は
あ
り
ま
せ

ん
。そ

も
そ
も
自
分
の
存
在
を

知
っ
て
も
ら
う
と
こ
ろ
か
ら

な
の
で
、
５
月
か
ら
あ
い
さ

つ
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
そ

こ
に
至
っ
た
ひ
と
つ
の
動
機

と
し
て
加
悦
高
の
野
球
部
員

の
影
響
が
あ
り
ま
す
。

私
が
初
め
て
加

悦
高
に
来
校
し
た

時
、
朝
練
を
し
て

い
た
野
球
部
員
た

ち
が
「
お
は
よ
う

ご
ざ
い
ま
す
!!
」

と
、
と
て
も
元
気

な
声
で
、
お
辞
儀

を
し
て
、
し
か
も
、

わ
ざ
わ
ざ
練
習
を

中
断
し
て
、
あ
い

さ
つ
を
し
て
く
れ

ま
し
た
。
そ
の
時
、

と
て
も
気
持
ち
が

良
か
っ
た
ん
で
す
。
た
か
が

あ
い
さ
つ
。
さ
れ
ど
あ
い
さ

つ
。
気
持
ち
良
い
あ
い
さ
つ

を
さ
れ
た
ら
、
こ
ち
ら
も
自

然
と
気
分
が
良
く
な
る
の
を

体
感
し
ま
し
た
。
自
分
の
こ

と
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
な
が
ら
、
気
持
ち

良
い
一
日
を
過
ご
し
て
も
ら

い
た
い
と
い
う
想
い
も
あ
り
、

先
生
方
が
さ
れ
て
い
る
あ
い

さ
つ
活
動
に
便
乗
す
る
形
で

取
り
組
む
こ
と
に
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
せ
っ
か
く
や
る
な

ら
彼
ら
を
手
本
に
し
よ
う
と

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

な
る
べ
く
、
一
人
一
人
に

あ
い
さ
つ
が
届
く
よ
う
に
、

笑
顔
で
あ
い
さ
つ
す
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
が
、
毎
日
続

け
て
い
る
と
、
あ
い
さ
つ
を

返
し
て
く
れ
る
生
徒
や
、
笑

顔
で
返
し
て
く
れ
る
生
徒
、

こ
ち
ら
が
あ
い
さ
つ
す
る
前

に
あ
い
さ
つ
し
て
く
れ
る
生

徒
が
増
え
て
き
て
い
て
、
そ

う
い
う
こ
と
を
感
じ
る
瞬
間

は
と
て
も
う
れ
し
い
も
の
で

す
。ま

だ
ま
だ
自
分
が
や
れ
る

こ
と
は
少
な
い
で
す
が
、
そ

う
い
っ
た
小
さ
な
活
動
を
た

く
さ
ん
積
み
重
ね
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

加悦高外観

７/31（水）まで
固 定 資 産 税　第２期
国民健康保険税　第２期
介 護 保 険 料　第２期

今月の納期

納期を過ぎた町税の納付相談窓口
京都地方税機構 丹後地方事務所
京丹後市役所 大宮庁舎 ３階
問　0772-68-1041

滞納税相談窓口

入札日 工事名 場所 業者数 落札業者名 予定価格
（千円 / 税抜）

最低制限
価格

（千円 / 税抜）
落札金額

（千円 / 税抜）
落札率
（％） 工事期間

5/28 岩屋地区　確定測量（一筆地
測量）業務委託 岩屋地内 5 者 内外エンジニアリング株

式会社 京丹後営業所 1,510 － 1,330 88.08 R1/6/5 
～ 12/27

5/28 鞭谷川河川改良工事家屋調査
（その２）業務委託 石川地内 6 者 株式会社エイト日本技術

開発 福知山事務所 1,513 － 1,350 89.23 R1/6/5
～ 7/31

5/29 与謝野町立加悦小学校便所改
修建築工事 加悦地内 1 者 株式会社三野工務店 15,440 13,885 15,400 99.74 R1/6/6

～ 8/30

5/29 与謝野町立加悦小学校教育施
設等整備工事 加悦地内 1 者 株式会社上山工務店 9,980 8,975 8,982 90.00 R1/6/5

～ 8/30

5/29 与謝野町立加悦小学校便所改
修設備工事 加悦地内 2 者 株式会社山田電気商会 15,050 13,601 13,990 92.96 R1/6/4

～ 8/30

5/29 与謝野町立石川小学校便所改
修工事 石川地内 4 者 上田電気設備 4,890 4,390 4,398 89.94 R1/6/6

～ 8/30

5/29
与謝野町立加悦地域こども園

（仮称）新築工事実施設計業務
委託

明石地内 3 者 キタイ設計株式会社 京都
支社 36,307 － 15,700 43.24 R1/6/6

～ R2/3/31

5/29 与謝野町立加悦小学校便所改
修工事監理業務委託 加悦地内 7 者 一級建築士事務所浪江建

築事務所 652 － 500 76.69 R1/6/3
～ 8/30

問 　総務課 ☎ 43-9010５ 月入札結果

令和元年５月末現在

まちのうごき

人　口 21,532 人（－ 19）

　男　 10,292 人（－ 13）

　女　 11,240 人（－６）

世帯数 9,087 戸（＋ 12）
※括弧内は前月比

※この欄で紹介する出生とお悔やみは、５月 16 日から６月 15 日までの届け出分です。また、役場窓口で届出の際に希望された方のみを掲載しています。
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■ 参 加 申 込 期 間 　  ７月４日（木）午後１時～ 24 日（水）午後 11 時
■ 申 込 方 法  「ＹＡＨＯＯ！ＪＡＰＡＮ 官公庁オークション」のホームページから申し込みください。

※公売を中止することもあります。
■ 申込に必要なもの 公売保証金（見積価格の 1 割）
■ 公売予定物件（地目・地積等は公簿上のもの）

番号 所在・地番 地目 地積 見積価格

１
（土地）与謝野町字後野小字中坪 683 番 4
（建物）木造セメント瓦亜鉛メッキ鋼板葺平家建
（建物）軽量鉄骨造スレート葺 2 階建

宅地
居宅・工場

居宅

303.00 ㎡
177.00 ㎡

延 43.20 ㎡
130 万円

２
（土地）与謝野町字滝小字下ノ段 1647 番 他 3 筆
（建物）木造 瓦・セメント瓦・亜鉛メッキ鋼板葺 2 階建
（建物）木造 亜鉛メッキ鋼板葺平家建

宅地
居宅・工場

物置

393.80 ㎡
延 224.27 ㎡

 19.89 ㎡
220 万円

京都地方税機構 不動産インターネット公売 のお知らせ

■ 入 札 日  ７月 30 日（火）午後１時～８月６日（火）午後 1 時
■ 買受代金納付期限 ８月 13 日（火）午後２時

　　　
京都地方税機構丹後地方事務所

問　☎ 0772-68-1041

～正午のサイレン吹鳴を変更します～
毎日正午に行っているサイレン吹鳴を、８月１日（木）から、チャイムに変更しますのでお知らせします。

お知らせページ 問＝問い合わせ先

申＝申し込み先・方法

問

申

第
25
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙

７
月
21
日
（
日
）
は
、
第
25
回
参
議
院
議
員

通
常
選
挙
の
投
票
日
で
す
。
投
票
時
間
は
、
川

上
公
民
館
、
奥
滝
公
民
館
、
香
河
地
区
公
民
館

は
午
後
６
時
、
そ
の
他
は
午
後
８
時
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
投
票
日
当
日
、
仕
事

や
旅
行
な
ど
で
投
票
に
行
け
な
い
方
は
、
投
票

日
の
前
日
ま
で
に
期
日
前
投
票
を
し
ま
し
ょ

う
。
期
日
前
投
票
は
、
７
月
５
日
（
金
）
か
ら

20
日
（
土
）
の
午
前
８
時
半
か
ら
午
後
８
時
ま

で
役
場
各
庁
舎
で
で
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
　
与
謝
野
町
選
挙
管
理
委
員
会
（
総
務
課

内
）
☎
４
３・９
０
１
０

こ
ど
も
園
・
保
育
所
（
園
）
後
期
入
園
入
所
募
集

10
月
～
令
和
２
年
３
月
の
間
に
入
園
入
所

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
こ
の
期
間
に
必
ず
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

対
象
施
設　
か
え
で
こ
ど
も
園
・
か
や
こ
ど
も

園
・
の
だ
が
わ
こ
ど
も
園
・
桑
飼
保
育
園
・
山

田
保
育
所
・
石
川
保
育
所

入
園
入
所
基
準　
◎
入
園
入
所
日
に
お
い
て
、

町
内
に
住
民
登
録
が
あ
る
児
童

◎
同
居
親
族
の
い
ず
れ
も
が
勤
務
等
に
よ
り
保

育
が
必
要
な
児
童

年
齢
基
準
（
全
施
設
）

満
10
ヵ
月
以
上
の
乳
児
お
よ
び
幼
児

■ 

10
月
入
園
入
所

～
平
成
30
年
12
月
１
日
生
ま
れ

■ 

11
月
入
園
入
所

～
平
成
31
年
１
月
１
日
生
ま
れ

■ 

12
月
入
園
入
所

～
平
成
31
年
２
月
１
日
生
ま
れ

■ 

１
月
入
園
入
所

～
平
成
31
年
３
月
１
日
生
ま
れ

■ 

２
月
入
園
入
所

～
平
成
31
年
４
月
１
日
生
ま
れ

■ 

３
月
入
園
入
所

～
令
和
元
年
５
月
１
日
生
ま
れ

申　
７
月
22
日
（
月
）
～
８
月
７
日
（
水
）
の

期
間
に
、
子
育
て
応
援
課
、
こ
ど
も
園
、
各
保

育
所
（
園
）
に
あ
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
子
育
て
応
援
課
ま
た
は
各
施
設
へ
。

そ
の
他　
現
在
、
保
育
所
（
園
）・
幼
稚
園
か

ら
認
定
こ
ど
も
園
へ
の
移
行
に
向
け
た
取
り
組

み
を
進
め
て
お
り
、
来
年
度
以
降
の
所
・
園
の

体
制
や
園
児
の
募
集
の
有
無
に
変
更
が
生
じ
る

こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

10
月
以
降
の
保
育
料
に
つ
い
て
、
▼
３
～
５

歳
児
全
て
（
満
３
歳
に
な
っ
た
後
の
４
月
１
日

か
ら
小
学
校
入
学
ま
で
）
▼
０
～
２
歳
児
の
う

ち
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
は
無
償
化
の
対
象

と
な
り
ま
す
。
無
償
化
に
伴
い
、
10
月
以
降
は

給
食
費
を
徴
収
す
る
予
定
で
す
。
詳
細
は
「
入

園
入
所
案
内
」
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問　
子
育
て
応
援
課
☎
４
３・９
０
２
４

ち
ょ
こ
ボ
ラ
Ｄ
Ａ
Ｙ

日
時　
８
月
18
日
（
日
）
午
前
８
時
～
９
時
半

※ 

集
合
時
間
は
午
前
７
時
50
分

場
所　
水
戸
谷
峠

集
合
場
所　
水
戸
谷
峠
ロ
ー
ド
パ
ー
ク

内
容　
水
戸
谷
峠
の
ご
み
拾
い
等
の
清
掃
活
動

服
装　
清
掃
活
動
の
で
き
る
格
好
、
軍
手
・
火

ば
さ
み
な
ど
の
清
掃
道
具

※ 

ご
み
袋
は
受
け
付
け
時
に
配
布

そ
の
他　
当
日
は
少
雨
決
行
し
ま
す
。
飲
み
物

は
各
自
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
同
時
に
京

丹
後
市
側
で
は
「
丹
後
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
」
と

し
て
、
大
宮
町
三
重
地
区
か
ら
水
戸
谷
峠
の
清

掃
活
動
を
実
施
さ
れ
ま
す
。

問　
住
民
環
境
課
☎
４
３・９
０
３
０

加
悦
地
域
学
童
ク
ラ
ブ
の
今
後
の
運
営
説
明
会

加
悦
地
域
に
お
け
る
小
学
校
再
編
に
伴
い
、

現
在
の
加
悦
、
桑
飼
、
与
謝
各
学
童
ク
ラ
ブ
の

運
営
方
法
を
変
更
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
現
時
点
の
運
営
案
に
つ
い
て

の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
学
童
ク
ラ
ブ

の
利
用
者
お
よ
び
今
後
利
用
を
予
定
さ
れ
て
い

る
保
護
者
の
方
は
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　
７
月
23
日
（
火
）、
26
日
（
金
）

い
ず
れ
も
午
後
７
時
半
か
ら

場
所　
加
悦
地
域
公
民
館
大
ホ
ー
ル

対
象
者　
今
年
度
２
学
期
か
ら
３
年
程
度
の

間
、
加
悦
地
域
で
学
童
保
育
の
利
用
を
予
定
さ

れ
て
い
る
保
護
者
の
方

問　
社
会
教
育
課
☎
４
３・９
０
２
６

住
民
健
診
の
お
知
ら
せ

健
診
案
内
の
通
知
は
、
８
月
初
旬
ご
ろ
に
配

布
し
ま
す
。
健
診
項
目
の
変
更
や
特
定
健
診
受

診
券
の
提
出
に
つ
い
て
は
、
８
月
２
日
（
金
）

午
後
５
時
ま
で
に
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
健
診
申
し
込
み
が
で
き
な
か
っ
た
方

は
、
追
加
健
診
を
設
け
ま
す
の
で
希
望
さ
れ
る

方
は
申
込
書
を
最
寄
り
の
庁
舎
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
申
込
書
を
な
く
さ
れ
た
方
は
、
再
発

行
し
ま
す
の
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

《
追
加
健
診
》

日
時　
11
月
６
日
（
水
）
午
前
の
み

場
所　
元
気
館

内
容　
特
定
健
診・後
期
高
齢
者
健
診
／
結
核・

肺
が
ん
検
診
／
胃
が
ん
検
診
／
大
腸
が
ん
検
診

※ 

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
／
乳
が
ん
検
診
／
子

宮
が
ん
検
診
／
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
は
実
施
し

ま
せ
ん

問
・
申　
10
月
７
日
（
月
）
正
午
ま
で
に
保

健
課
（
☎
４
３・９
０
２
２
）
へ
。

夏
休
み
親
子
点
字
教
室

日
時　
８
月
８
日
（
木
）
午
後
１
時
半
～
３
時
半

場
所　
丹
後
視
力
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
者　
小
学
１
～
６
年
生
と
保
護
者
（
小
学

生
以
外
で
も
兄
弟
・
姉
妹
に
同
伴
な
ら
可
）

※ 

保
護
者
に
代
わ
る
方
で
も
可
（
お
じ
い
ち
ゃ

ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
な
ど
）。
子
ど
も
だ
け
の

参
加
も
で
き
ま
す
が
、
セ
ン
タ
ー
へ
の
往
路
・

帰
路
に
つ
い
て
は
、
保
護
者
の
方
が
必
ず
責
任

を
持
っ
て
く
だ
さ
い
。
参
加
費
無
料
。

内
容　
①
視
覚
障
害
者
を
支
え
る
道
具
・
機
器

の
紹
介　
②
ロ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
体
験　
③
オ
リ
ジ

ナ
ル
点
字
付
き
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
づ
く
り

持
ち
物　
筆
記
用
具
（
色
え
ん
ぴ
つ
・
カ
ラ
ー

ペ
ン
・
ク
レ
ヨ
ン
な
ど
）、
は
さ
み

※ 

飲
み
物
は
各
自
で
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

定
員　
20
人
（
先
着
順
）

問
・

申　

８
月
２
日
（
金
）
ま
で
に

丹
後
視
力
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
☎

０
７
７
２・７
２・０
６
０
９
）
へ
。

北
部
医
療
セ
ン
タ
ー
府
民
公
開
講
座

日
時　
７
月
28
日
（
日
）
午
後
２
時
～
４
時 

場
所　
み
や
づ
歴
史
の
館

内
容　
テ
ー
マ
「
が
ん　
診
断
と
心
の
ケ
ア
」

■ 

講
演
①
「
が
ん
の
画
像
診
断
」（
講
師　
放

射
線
科
医
長　
佐
藤
修
氏
）

■ 

講
演
②
「
が
ん
患
者
と
家
族
の
心
の
ケ
ア
」

（
講
師　
精
神
科
副
医
長　
北
岡
力
氏
）

そ
の
他　
入
場
無
料
。
事
前
申
し
込
み
不
要
。

定
員
２
５
０
人
。
た
だ
し
、保
育
室（
生
後
６
ヵ

月
以
上
）・
手
話
通
訳
・
要
約
筆
記
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
１
週
間
前
ま
で
に
そ
の
旨
お
申
し

出
く
だ
さ
い
。

問
　
京
都
府
立
医
科
大
学
附
属
北
部
医
療
セ

ン
タ
ー
☎
４
６・３
３
７
１

歌
と
映
画
で
つ
づ
る
人
権
の
つ
ど
い

日
時　
７
月
20
日
（
土
）
午
後
１
時
半
～
４
時

場
所　
知
遊
館

内
容　

①
鮎
川
め
ぐ
み
さ
ん
の
ト
ー
ク　
②
京
都
府
人

権
啓
発
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
「
世
界
が
ひ
と
つ
の

家
族
の
よ
う
に
」
ほ
か
合
唱　
③
ア
ニ
メ
映
画

「
か
い
け
つ
ゾ
ロ
リ
Ｚ
Ｚ
の
ひ
み
つ
」
の
上
映

④
人
権
な
ん
で
も
相
談
（
人
権
擁
護
委
員
対

応
）（
午
後
１
時
～
４
時
）　
⑤
人
権
パ
ネ
ル
展

示
〔
７
月
19
日
（
金
）
～
25
日
（
木
）〕

※ 

①
～
③
は
、
京
都
府
人
権
啓
発
ユ
ニ
ッ
ト

派
遣
事
業
。
④
・
⑤
は
、
宮
津
人
権
擁
護
委
員

協
議
会
の
協
賛
事
業

※ 

入
場
・
相
談
と
も
に
無
料
（
予
約
等
不
要
）

問　
知
遊
館
☎
４
６・２
４
５
１

第
14
回
与
謝
野
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

日
時　
９
月
１
日
（
日
）
11
時
半
か
ら
〔
予
備

日
９
月
２
日
（
月
）〕

場
所　
阿
蘇
シ
ー
サ
イ
ド
パ
ー
ク
芝
生
広
場
特

設
コ
ー
ス 

※ 

芝
生
広
場
使
用
の
特
設
コ
ー
ス

対
象
者　
与
謝
野
町
在
住
の
社
会
人
の
方

参
加
料　
３
０
０
円
を
当
日
ご
持
参
く
だ
さ
い

申　
８
月
４
日
（
日
）
ま
で
に
社
会
教
育
課
、

岩
滝
体
育
館
、
野
田
川
体
育
館
に
あ
る
申
し
込

み
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
各
窓
口
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問　
野
田
川
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
事
務

局
☎
４
２・３
６
８
３

農
薬
飛
散
に
よ
る
被
害
防
止
に
ご
協
力
を
！

住
宅
地
に
隣
接
し
た
農
地
や
家
庭
菜
園
等
の

管
理
に
あ
た
っ
て
は
、
農
薬
の
飛
散
を
原
因
と

す
る
、
住
民
等
へ
の
健
康
被
害
が
生
じ
な
い
よ

う
十
分
な
配
慮
を
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
与
謝

野
町
で
は
「
環
境
に
や
さ
し
い
農
業
」
を
推
進

し
て
い
る
た
め
、
畦
畔
や
空
地
等
の
除
草
に
あ

た
っ
て
は
、
飛
散
の
問
題
や
景
観
の
面
か
ら
除

草
剤
を
使
用
し
な
い
除
草
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

問　
農
林
課
☎
４
３・９
０
２
３

農
作
業
中
の
熱
中
症
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
！

初
夏
・
梅
雨
明
け
か
ら
農
作
業
中
の
熱
中
症

事
故
が
多
発
し
ま
す
。一
人
作
業
を
極
力
控
え
、

二
人
以
上
の
作
業
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
水
分
補
給
・
こ
ま
め
な
休
憩
・
暑
い

時
間
帯
の
作
業
を
控
え
、
熱
中
症
の
予
防
に
努

め
ま
し
ょ
う
。
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会　場 １日目 ２日目 ３日目 ４日目 ５・６日目 ７日目

北部会場
（中丹勤労者福祉会館） 9/12 9/19 9/26 10/3

10 月
～

11 月

12/5

南部会場
( 京都府精神保健福祉

総合センター )
9/9 9/17 9/24 10/1 12/3

京都府こころの健康推進員養成講座
受講資格　原則として次のすべてに該当する方
・京都府内（京都市を除く）に住所地がある方
・講座の全課程を受講できる方
・講座終了後、京都府こころの健康推進員とし

て京都府内（京都市を除く）で活動できる方
受講料　無料（ただし、交通費等は自己負担）
申　８月９日（金）までに申込書に記入の上、

住所地を所管する保健所へ。
問　京都府丹後保健所福祉室☎ 0772-62-4302



始動！

人口減少が迫り来る中、地域にはたくさん
の課題があると認識されています。これらの
課題を解決し持続可能な地域をつくるため
に、与謝野町の地域課題をビジネスを通じて
解決していく。自分自身が持つスキルを活か
して与謝野町の未来
をつくるプロジェク
トに参加してみせん
か？　申し込みは右
記二次元コードから
受け付けていますの
で、ぜひご参加くだ
さい！

□プロジェクトの説明　□地域資源・課題の発掘ワークショップ　□参加者同士の意見交換や交流会

Ｃｈａｌｌｅｎｇｅ ｆｏｒ Ｙｏｓａｎｏ

第 2 回開催決定！

与謝野町産業創出交流センター

地域資源を活かした事業に挑戦したい人
丹後地域の未来を議論したい人
このプロジェクトに興味がある人

対象

参加・入場　無料

８/11（日）
14:00 ～ 17:00

問い合わせ　㈱ローカルフラッグ　代表　濱田祐太 ☎ 080-6204-1670

与謝野町の地域課題をビジネスで解決 !

与謝野町が抱える地域課題を解決する人材
を発掘・育成するプロジェクト「Challenge for 
Yosano」のキックオフイベントが、６月８日、与
謝野町産業創出交流センターで開催されました。
与謝野町の地方創生に取り組む団体「ローカルフ
ラッグ」が主催したもので、丹後地域をはじめ滋
賀や東京から若者を中心に約 20 人が参加し、与
謝野町の未来を創造する議論が行われました。

「与謝野町をフィールドとしたビジネスなら誰
にでもチャレンジできる可能性がある。起業だけ
じゃなく新しいチャレンジを創出していきたい」
とローカルフラッグ代表濱

は ま

田
だ

裕
ゆ う

太
た

さん（弓木出
身、関西学院大学４年）からプロジェクトの趣旨
が説明された後、参加者は 5、6 人のグループに
分かれてワークショップを実施。豊かな自然環境
や農業、織物業など与謝野町の地域資源を活かす
ために自分のスキルがどのように活用できるか議
論し、空き家や廃校を活用した宿泊型ものづくり
体験の仕組みをつくる案などが出されました。

本プロジェクトは継続的に開催され、今回出さ
れたアイディアの検証や参加者の意見を交えた既
存事業のブラッシュアップに挑戦していきます。

起業家の創出・人材育成を目指すプロジェクト

Ｃｈａｌｌｅｎｇｅ ｆｏｒ Ｙｏｓａｎｏ

①与謝野町が持つ可能性について
議論したワークショップ　②アイ
スブレイク（自己紹介）で会場の
雰囲気は和やかに　③ＩＴ×地
域資源で地域課題解決の仕組みを
考える参加者　④「自分たちがア
クションし課題を解決していくこ
とが重要」と語る濱田さん　⑤多
種多様な意見が出されたワーク
ショップ　⑥全国各地から集まっ
た参加者　⑦ワークショップでま
とまったアイディアをグループご
とに発表

①

②

③

④⑤

⑥⑦

申し込みはこちらから
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